
 

 

特定非営利活動法人 
人財育成支援センター 

地域での課題 

➢ 近年、インスタグラムや TikTok が身近になり、気軽に撮影するが故に表現作品 

としてカメラに真摯に取り組む機会が減っている。  

➢ 子どもの豊かな感性を育てる機会が減っている。  

➢ 著作権や撮影時のマナーに関する情報が不足している。 

 

事業内容 

➢ カメラや写真というモノの歴史や存在意義、写真を通した自己表現、写真
活用の注意点等について体験しながら学ぶ。 

➢ 参加者は会場近隣の小学生２０名及びその保護者１０名（発表時は上記の
ほか観覧者（保護者）１０名を想定。） 

  参加費は小学生・保護者各１名５００円 

 

事業を通じて期待すること 

➢ 著作権や撮影時のマナーに気を配るようになり、SNS 発受信や視聴時から

正しい情報判断ができるようになり、自分自身を守ること、他の人を気遣

うことにも繋がる。 

 

担当者 飯島 茂樹 

連絡先 htc@npo-htc.or.jp 
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